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・リネンバッグの中に施設様の備品・利用者様の私物、様々な混入品を確認しております

・『施設様の名前』が記入してあると返却出来ます

・体交枕やベッドパッド、シーツといった私物品が多いです

・弊社では不明品をお預かりしてから１ヶ月間保管しております

不明品お預かりしてます
施設様で無くなっている『モノ』はございませんか？？

『製品の納品遅れ』でご迷惑をお掛けしてませんか？？
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リネンサプライ『リース品は弊社の資材』です

・リネンバッグ（注）の中に他の製品が混入していると、製品の紛失や納期遅れの原因となってしまいます

・仕分する設備が無い、仕分するスペースが無い等、お困りの施設様は

　弊社営業にご相談ください

・施設様に良いアイデアがございましたら、弊社営業にお申し付けください

　（注）洗濯物回収袋として使用している、コの字型のラックに掛けている、主に青色の袋の事です

・汚れ、破れ等で明らかに製品にならないと思った場合でも、弊社に返却をお願い致します

・製品基準を満たさない製品は工場で数をカウントして除却しております

・その除却数を製品補充の目安としております

伊賀屋からの知らせ

リネンサプライ　リース品、返却のお願い

洗濯物分別・分類のお願い


